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神奈川あいさつ一新運動
地域の安全 費 心はあいさつから

蘊饂び懃とつま穐めなぃいるん圏
平成 18年度安全 ・安心まちづくり 「標語」コンクール優秀作品 (中学生の部)

わ榮鵠織僚諏えヰえでこ か鮫
― く嘱線撃釜 歳導襲 賑醸るズ 赫第 脇藤隷 厨る獲教墓襲濃 ―

息子さんが会社の金を使い込んだ。

警察沙汰にしないためには、急いで穴埋

めの200万 円を振 り込んでください |!  ‐ _._‐

200万円?

そんなに急に言われても……
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県内における自主防犯活動団体が1′300団体 ・13万人を超えている中、神奈川県では、安心して暮

らせる日本一の治安の実現のため、より多くの県民の彗様に自主防犯活動へ参aElしてぃただくことを

目指、して、様々な取り組みを展開しております。

こうした取り組みの一環として、活動団体同士が交流を深め、ネットワーク化を図れる場を整備す

ることが、県民総ぐるみの安全 ・安|いまちづくりの推進に効果を発揮すると考え、安全 ・安bま ちづ

くりに関する情報 ・相談 ・ネットワーク支援機能の拠点として 「安全 ・安心まちづくリセンター」を

6月 1日にオープンいたします。
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開 設 日

開設場所

開館時間

休 館 日

6月 1日 (金)〔 年前11時から開所式を実施〕

県庁第三分庁含 1階

年前8時 30分～年後5時 15分 〔犯罪被善者等相談窓□は年前10B寺から年後4時まで〕

土曜日、日曜日、休日、年末年始

~安
筆 ・安心まちづくリセンター

（才「中）
モぷ
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1 1 1 相談 窓 回

(1)防犯相談窓□                        ■ ■1学
・ 自主防犯活動団体支援帝」度や防犯対策に関する相談などを受け付けます。
・ 防犯機器の専門家による相談も受け付けます。(面談の場合は要予約)

Ⅲ
‐
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(2)犯 罪被書者等相談窓□
・ 専門の相談員が精神的なケアにも配慮しながら、県の犯罪被害者等支援全般に係る相談(電話

Eメール ・面接《要予約》)をお受けします。

4.i呼軍!■4=章
(1)防 犯に関するデータベースを搭載したノヽソコンコーナー

(2)安 全 ・安心まちづくりに関する資料や図書の関覧コーナー (活動団体交流スペース)

(3)防 犯のテーマに沿った各種展示コーナー
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① 振り込め詐欺防止コーナー

② 薬物古し用防止コーナー ・

元案物古し用者へのインタビューを視聴できますと

③ 子ども安全 ・非行防止コーナニ

インターネット使用時の注意事頂、マナーなどを

学べるクイズを体験できます。

④ 防犯機器展示ヨーナー

侵入に強いドア、鍵、窓などを展示します。 みなとみらい線



自主防犯活動団体等支援帝J度のご案内
神奈川県では自主防犯活動に取り組む方々を支援するための制度を実施 しております。

■   ■ ‐|■―防犯活動中の事故により負傷した場合などに結付金を支給する制度
‐ ■|IⅢⅢ―団体が自主防犯活動を始める際の物品購入董の一言Fを補助する制度

■|■ |・|         ― 先駆的で全県的な広がりが期待できるような事業に対し助成する制度

術」度の詳 しい内容につきましては、県の安全・安心まちづくり推進課ホームページ等でご覧頂けます。

(表紙右上をこ覧ください。)

また申請に必要な書類は、県安全・安心まちづくり推進課、同川崎分室、または、各地域県政総合セ

ンター安全防災課にこざいます。(ホ
ームページからダウンロー ドできます。)

― オレオレ詐数にこ注意を 一

県警察で|よ、平成19年1月から4月までの間に、213件 (未遂41年を除く)のオレオレ詐

欺の発生を認知し、その被書総額は、約5億3500万 円になっています。被害者のほとん

どの方は、「オレオレ詐欺」について知っていたにもかかわらず、「家族のことで冷静さを

失つた」などの理由から被書に遵っています。

被書に遭わないための注意点
平成19年 1月から4月 までの発生状況
(未遂事件を除く)

暫

す

子供や孫の名前で、「携帯電話の香署が変わ

つた」という連絡が入つたら要注意です。その

後にお金の無心があったら、ほぼ100%「オレ

オレ詐欺」です。

お金の振り込みの要求があっても、言われ

るまますぐに振り込まず、財ず、本人に確認

するか、家族や警察等に相談をしましょう。

認 知  件  数 213件

被 害 総 額 約5億 3500万 円

平 均 被 書 額 約250万 円

被 書 最 高 額 2500万 円

被 害 最 低 額 20万 円

被害者の性別
男 性 53人

女 性 160人

r税務署」などをかたった不番な電話に置注意くださいテ
税務署や国税局では

① 還 付金受取のために金融機関等の現金自動預け払い機

(ATM)の 操作を求めることはありません。

② 国 税の納税のために金融機関の□座を指定して振込み

を求めること|よありません。

上記の内容を求める不審な電話があっても、指示された

電話番号に連絡したり、振り込むことなく、最寄りの税務署、

また|よ下記までお問い合わせください。
・横浜中税務署  TE[t045(651)1321

また、県税に関する同様の不審な電話があった場合は、最

寄りの県税事務所または県税務課までお問い合わせください。

県税務課   TEL!045(210)2342

還付金の受取のためにATMの操作を求めることはありません。  醒
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後
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大禾謄 察署管内では、子ども自身にできる防犯意識のきっかけづくり

を目的に、ボランティアの方々を中心に大本□市安全なまちづくり課、警

察署及びくらし安全指導員が協力して、子どもたちと一緒に 「こども 1

10番 の家」の場所を確認しながら、子どもとボランティアの方たちと

の交流を深めてもらう、 「こども 110番 の家」発見ラリーを行ってい

ます。

これまで、大禾□市立西鵠間小学校と大禾□市立桜ヶ丘小学校の子どもた

ちと活動しました。

小学校の通学路に設置されている 「こども 110番 の家」を子どもた

ちが、ボランティアの方たちや諫察官と一緒に探し、発見するたびに 「発

見カー ド」にシールを貼ってもらい、 「こども 110番 の家」の方とあ

いさつを交わしていきます。

参カロしたボランティアは、防犯協会やガーディ

アン エンジェルスなど防犯関係団体や学校関係

者はもとより、地元の自治会のみなさんなど子ど

もの身近にいる方たちで、子どもたちと顔見IElり

になって会話も|よずみます。

セ醤

は

また、 「ゲーム感覚で参カロしてもらうことで、

防犯意識が向上してくれればうれしい」と参畑し

たボランティアの方からも効果が期待されていま

登下校には   鶴 ア
注意をしましょう。

す 。
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に4/つもをいヽ■様

拝   組

子どもたち|よ、 「こんなところに 110番 の家

があったの?」 「10dがあったらここに飛び込めば
いいんだね !」など、ラリーでの新発見に目を輝
かせていました。

なにかあつたらここに

飛び込めばいいんだね !
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子どもたちが様々な事件や事故に巻き込まれる

ことの多いB乍今、子ども自身にできる防犯意識の

きうかけづくりを目指して、今後もこの取り組み

を市内各地で展開していく予定です。

む 議 え 向 ― ド

あう与のひもすこ ´


